
冊子：A5_見開き2P
（ 紙のサイズ210×296mm 仕上がりサイズ148×210mm）

●●水水色色のの枠枠線線……切切れれててははいいけけなないい要要素素（（文文字字ややロロゴゴ等等））ををいいれれるる範範囲囲
●●ピピンンククのの枠枠線線…仕仕上上ががりりののササイイズズ
●●みみどどりりのの枠枠線線…フフチチななしし印印刷刷ににすするる場場合合、、背背景景をを伸伸ばばすす範範囲囲
●●黒黒のの点点滅滅線線・・・・・・写写真真のの配配置置
■■ググレレーー枠枠 ノノンンブブルル範範囲囲

入入稿稿時時はは、、色色つつききののガガイイドド線線、、枠枠をを消消ししててかからら入入稿稿ししまますす。。
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KURAMAE モデル

「KURAMAE モデル」は、ものづくりの街・東京 蔵前発のアップサイクルプロジェクト。

具体的なプロジェクトとして、回収したコーヒー資源、余った食材を活用した「森のタンブラー」や、「蔵前

BLACK」、「蔵前WHITE」（連携先：アサヒユウアス）、回収したコーヒー資源を活用したカップや食器を

つくる「生分解性容器『edish』」（連携先：丸紅）等がある。「KURAMAE モデル」は、運営事務局である

（株）縁の木が中心となり、地域の福祉事業所の多様な仕事を創出しながら様々な団体・企業と連携し、

少しずつ、東京 蔵前から「サーキュラー・エコノミー」を広げ、持続可能な循環を目指している。

＜Rethink: モノ自身やその関わり方に対する価値の捉えなおし＞

 日々の生活やカフェ・焙煎店の業務の中で生じる捨てられるモノや古くなったモノに着目。

地域を結ぶ「KURAMAEモデル」で持続可能な循環を

（株）縁の木 全体管理・コーディネート

アップサイクルメーカー アップサイクルプロダクト開発

地域の福祉事業所 原材料（コーヒーかす等）の回収・アップサイクルプロダクト製造

蔵前地区カフェ・焙煎店 原材料（コーヒーかす等）の提供

化粧品・トイレタリー容器の循環型リサイクルシステム

（株）BEAUTYCLE 循環型リサイクルシステム全体管理・コーディネート

化粧品・トイレタリーメーカー/OEM等

（（株）アートネイチャー、（株）I-neほか）
リサイクルボトルの活用、廃棄商品の提供、使用済みボトルの回収

化粧品・トイレタリー容器の循環型リサイクルシステムは、今まで捨てられていた「化粧品・トイレタリ

ー容器」を回収し、新品のボトルに生まれ変わらせる「ボトルtoボトル」の取組。プロジェクトの中心と

なって遂行する株式会社BEAUTYCLEでは、使い終わった容器を原料に戻し、新しい容器を作る樹

脂に還元できる仕組み、印刷等の加飾した容器であっても再び樹脂に戻すことができる技術を有し、

これまで実現が難しかった化粧品・トイレタリー用品での「ボトルtoボトル」を可能としている。

使用済みの容器のほか、製造過程で出たロスも無駄にすることなく回収し、還元している。成形工程

は、株式会社BEAUTYCLE内の成型工場で再生させるため、トレーサビリティーも可能である。

＜Rethink: モノ自身やその関わり方に対する価値の捉えなおし＞

 循環する貴重な「資源」として、今まで捨てられていた「化粧品・トイレタリー容器」に着目。

これまで達成が難しかった化粧品・トイレタリー用品の循環を実現

（株）ツバキスタイル （株）BEAUTYCLEへの出資、普及活動

（株）グラセル （株）BEAUTYCLEへの出資、普及活動
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